
東
京
会
場

一
六
○
九
年
、
徳
川
家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
総
督
と
親
書
を
交
し
、
日
本
と
オ

ラ
ン
ダ
が
正
式
に
交
易
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
今
年
は
三
八
○
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
日
蘭
修
好
三
八
○
周
年
記
念
医
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
四
月
十
九
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
学
者
を
招

い
て
東
京
と
大
阪
で
開
か
れ
た
。

第
一
日
目
の
四
月
十
九
日
は
、
東
京
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

歴
史
編
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
科
学
の
日
本

へ
の
影
響
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
と
。
〈
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

午
前
の
講
演
で
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
シ
．
序
蔚
且
濤
‐

国
農
○
日
教
授
が
「
探
求
と
実
験
・
経
験
と
理
性
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
三
時

代
、
一
五
○
○
年
’
一
八
○
○
年
ｌ
」
と
題
し
て
、
十
六
世
紀
に
イ
タ
リ
ア

の
大
学
を
源
流
と
し
て
始
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
は
十
七
世
紀
に
最
盛
期

を
迎
え
、
十
八
世
紀
末
か
ら
指
導
的
立
場
を
失
っ
て
い
っ
た
歴
史
的
経
過
を

話
し
た
。

続
い
て
、
東
京
大
学
の
芳
賀
徹
教
授
は
「
西
洋
科
学
の
影
響
を
受
け
て
日

本
に
生
ま
れ
た
も
の
」
と
題
し
、
十
八
世
紀
初
め
に
新
井
白
石
ら
幕
府
内
で

の
狭
い
周
辺
で
行
わ
れ
た
西
洋
研
究
が
、
や
が
て
杉
田
玄
白
ら
知
的
エ
リ
ー

ト
た
ち
の
自
由
な
研
究
へ
と
広
が
っ
て
行
き
、
「
世
界
の
中
に
あ
る
日
本
」

と
い
う
自
覚
を
促
し
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
留
学
や
外
交
使
節
派
遣
な

ど
西
洋
に
学
ぶ
運
動
へ
推
進
す
る
経
緯
を
展
望
し
た
。

日
蘭
修
好
三
八
○
周
年
記
念
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

午
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
十
七
世
紀
以
降
に
西
洋
と
日
本

を
繋
い
だ
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
司
会
の
酒
井
シ
ヅ
順

天
堂
大
学
助
教
授
が
、
日
本
の
科
学
が
近
代
化
し
て
い
く
過
程
を
概
説
し
て

か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
医
史
学
者
が
講
演
し
て
討

論
が
行
わ
れ
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
ブ
ー
カ
ー
ス
国
．
犀
巨
宵
扇
教
授
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
の
実
験
医
学
の
興
隆
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ベ
｝
一
主
義
か
ら
脱
し
切
れ
な
か
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
が
国
際
的
地
位
を
失
い
、
十
九
世
紀
後
半
に
は
ド
イ
ツ
医

学
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
状
況
を
「
実
験
医
学
を
目
指
し
て
」
と

題
し
て
述
べ
た
。

ブ
ー
ル
ハ
ー
ベ
ェ
時
代
を
オ
ラ
ン
ダ
科
学
の
第
一
黄
金
時
代
と
す
る
と
、

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
生
ん
だ

頃
を
第
二
の
黄
金
時
代
と
位
置
づ
け
て
、
『
一
ト
レ
ヒ
ト
大
学
の
ス
ネ
ル
ダ
ー

ル
国
・
少
◇
昌
．
普
①
匡
の
届
教
授
は
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
科
学
的
概
念
の
受

容
」
に
つ
い
て
話
し
た
。
同
教
授
は
第
二
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
理
由
を
、

オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
が
大
学
中
心
か
ら
研
究
者
集
団
中
心
へ
と
徐
灸
に
変
化
を

遂
げ
た
た
め
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
同
教
授
の
「
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
者
は

新
し
い
科
学
概
念
を
海
外
か
ら
す
ば
や
く
受
容
し
、
新
し
い
科
学
の
受
け
入

れ
と
仲
介
を
果
し
た
」
と
い
う
結
論
は
、
蘭
学
の
歴
史
を
見
る
と
う
な
ず
け

る
も
の
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
西
洋
科
学
を
受
け
容
れ
た
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
吉
田
忠

東
北
大
学
教
授
は
、
蘭
学
に
お
け
る
天
文
、
物
理
、
化
学
は
医
学
ほ
ど
水
準

が
高
く
な
く
、
翻
訳
し
た
原
書
の
大
半
が
中
学
生
む
き
の
入
門
書
が
多
か
っ

た
と
「
日
蘭
科
学
交
渉
史
ｌ
天
文
・
物
理
・
化
学
の
場
合
ｌ
」
と
題
し
て
話
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し
た
。ま

た
医
学
史
の
面
か
ら
、
宗
田
一
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
は
「
西
洋
医

学
の
受
容
」
と
題
し
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
受
け
容
れ
た
西
洋
医
学
が
、
実
用

的
、
技
術
的
な
面
で
あ
り
、
西
洋
の
人
文
主
義
的
思
想
の
受
容
は
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
と
、
日
本
で
の
西
洋
科
学
受
容
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

大
阪
会
場

一
日
お
い
て
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
大
阪
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
二
十
一
日
は
医
家
向
け
に
、
ロ
イ
エ
ン
ダ
イ

ク
教
授
の
「
日
蘭
の
医
学
の
歴
史
」
、
藤
野
恒
三
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の

「
医
学
知
識
の
輸
入
・
同
化
・
発
展
」
と
題
す
る
二
つ
の
講
演
と
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
代
用
臓
器
」
が
あ
っ
た
。

ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
教
授
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
医
学
の
発
展
を
概
観

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
史
の
中
で
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
位
置
づ
け
、
藤
野
教

授
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
し
て
受
け
容
れ
た
西
洋
医
学
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に

発
展
し
た
か
を
述
べ
た
。

三
日
目
の
二
十
二
日
も
医
家
向
け
と
し
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療

の
未
来
」
「
分
子
遺
伝
学
と
癌
」
が
行
わ
れ
、
最
終
日
の
二
十
三
日
は
公
開

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
作
家
吉
村
昭
氏
の
講
演
「
・
ヘ
リ
ー
来
航
と
オ
ラ
ン

ダ
」
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
ミ
ュ
ル
ダ
ー
］
・
己
．
昌
巨
匡
胃
教
授
の
講
演
「
健
康
人

の
老
化
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」
が
あ
っ
た
。

吉
村
昭
氏
は
、
国
交
を
結
ぶ
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
来
航
し
た
・
ヘ
リ

ー
艦
隊
の
出
現
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃

で
あ
っ
た
こ
と
を
史
実
を
も
と
に
話
し
た
。

研
究
者
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
お
、
第
一
日
目
と
第
二
日
目
の
問
、
四
月
二
十
日
、
東
京
の
竹
橋
会
館

で
科
学
史
・
医
学
史
・
洋
学
史
等
の
研
究
者
向
け
の
．
〈
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
ま
ず
日
本
側
か
ら
矢
部
一
郎
立
正
大
学
教
授
が
、
江
戸

の
本
草
学
者
が
リ
ン
ネ
分
類
な
ど
西
洋
植
物
学
な
ど
を
導
入
し
、
日
本
に
本

格
的
な
植
物
学
が
生
ま
れ
て
い
く
経
緯
を
話
し
、
つ
い
で
蒲
原
宏
日
本
医
史

学
会
常
任
理
事
が
、
日
本
に
影
響
を
与
え
た
オ
ラ
ン
ダ
の
整
形
外
科
医
の
事

蹟
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
、
ロ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
、
ブ
ー
カ
ー
ス
、
ス
ネ

ル
ダ
ー
ル
の
三
氏
か
ら
第
一
日
目
の
講
演
の
補
足
が
あ
り
、
昼
の
懇
親
会
の

後
に
会
場
か
ら
の
活
発
な
発
言
を
混
え
た
討
論
が
行
わ
れ
た
。

（
蔵
方
宏
昌
）

日
時
平
成
元
年
七
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
一
○
時
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ら
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プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
…
：
…
…
…
．
．
…
：
。
：
…
：
・
・
：
：
…
・
石
川
県
幹
事

総
会

一
阿
波
加
脩
造
と
そ
の
系
譜
：
。
…
・
：
・
…
：
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
市
）

二
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
石
川
県
金
澤
病
院
精
神
科
の
看
護
記
録
に

日
本
医
史
学
会
北
陸
支
部

第
二
回
北
陸
医
史
学
同
好
会
総
会
例
会
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